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ĝ
8—
BMBMg
B̂
8

;
>4s
:
,
Ji
d
: ■'.
 

f
/{
~.<
.
? 

r、

;
tv
ナ
ベ 
r
 

v
v Js

/■•■
'
'■
'
.
Av;
び
：
；
：-
、
.
/
’

.,
,
v "<-:.

ぐ
-
f
，
ぺ
rベ

.：

.、V /,

リ
ど
 

w
r
>
5
n
s
w
l
\
4
.
x 

〜

 

' 

ノ 

V
I、

广
い

 

f. 

.,, 

- 

: 

' 

- 

,
' 

-
i 

, 
>
/ 

>'•,
,
 

.,
 

,
 

_
-
>
/
!
/
/

W'
離 、

i t s ,

/ I f f

塾 :

員

i

\

例

：
年

，
ぞ通

、‘
^
:本

：
，
勢

ぷt '
r
名

簿

印

刷I

可

，
致

，
傷

仁-
#
御

；
氏ノ

名
、
f

職

業

、
膜

請. ‘

現'

1%
所

竜

擎
番

號

等：.

m
細
•に .

觀

:通 

成'

麻
K

电
J ；
候

右

来

來'

御

照'

‘会
&

居

•候

現

1 $

所
不

明

o>
潙

.硌'

御

間

合

軟

兼

候 ‘

向

i
令

z-
候

mA
ft

ヒ*TT̂
.得

'パ

章

霉

.候

' 

‘
敬

追
ナ
名
簿
ル
入
用

，、
0
向
n
は
，
前
、
金

'
R
て

豫

.約

御

•
申

0

被
下
麂
孿
册
郵
桃
共
金

'

今

拾

壹

錢

、
ル

候

> 

’
 

' 

丨

'
 

:

:

,

)

パ

彳

<

 

;

'
 

.

,

-

大
l i E

%
年
十
:s.-. 

* * t

月

麋
ヽ
臟
義

.

塾
；

監
局

—

'

'

"振
替
貯

f

座
東
京
叠
八

w

o

i

幾
多
熱
心
な
る
幣
制
改
革
論
者
の
努
カ
ぁ
り
し
に
拘
一 

ら
す
支
那
に
は
一
の
窳
一
せ
る
®
貨V

J

稱
す
べ
き
も
の
• \ 

な
ぐ
銅
錢
の
事
は
今
姑
C
措
ぐ
も
全
國
膂
鈒
を
以
て
通
一 

货
の
迤
礎
ビ
な
す
の
制
度
な
.り
西
寧
/)
#
制
を
缺
{
と
，\ 

云
ふ
+fc
妥
當
ヾ
し
す
ろ
の
现
狀
(•
:
し
て
常
に
外
!#
|
か
#

上

\ 

不
利
の
立
場
^
花
る
を
免
れ
ざ
る
な
り
り 

\ 

去
り
乍
ら
本
.稿
の
0
的
は
支
那
の
通
貨
の
錯
雜
せ
る\ 

點
及
び
缺
陷
を 

一
«
吣
に
論
評
す
る
化
非
ず
し
て
支
那 

の
商
藥
の
中
心
地
た
5 -
上
派
に
於
け
る
價
笕
の
尺
度
た 

6
交
換
の
媒
介
物
た
る
通
货
の
現
狀
を
檢
討
し
說
明
せ

支
那
の
通
最
單
位
/(
:
:
る「
兩」
は
各
将
锊
異
り
時
<
し 

て
は
揭
れ
る
名
稱
及
重
量
の「

雨
し
が
同
一
都
市
に
於
で 

同
時
に
使
用
せ
&:
.る
：ゝ
事
f

て
支
邪
に
行

は

る

、0

の
^

S

.
の
總
て
を
0
0
T
る
^
は
到
底
不
可
能
な
る
ベ

し
。
 

:

. 

-
:
:
::
.へ

歐
洲
讅
國
の

銀
行
業
者
質
易
業
者
及
び
研
究
激
k

と 

り
て
支
那
の
‘交
晶
上
0,
主
要
堪
位
た
る「

上

海

雨

ほ
« { 

る

興
味
あ
る

問
題
た
る

ベ
き

を

.
働中
る
が
故
に
' 本
問
® 

の
解
說
上
必
耍
な
る
場
合
の
外
は
他
の
■

の
兩
に
言
及 

せ
す
•王fy

レ
.I
.て
上
海
雨

に

就

き.
.
.述
.ふ

る
所
あ
ら

ん

ビ

J*
0 
兩
ビ
«
所
，謂
通
ft

0 Currency 

T
a
e
l

の
■
(: 

し
てI

の
貨
幣
單
位
た
■る
も
單
^
妬
箅
上
の
货
⑩
た
る 

R

J
る

，#
を
以
て
交
易
0
.}

手
段
ヾ」

な
す
上
海
に

 ̂

て
は
通
貨
兩
は
米
又
は
茶
の1

.定

.
重

量

の

價

値

を

表

示

へ 

す
る
€
同
時
に
眞
督
上
價
値
の
尺
度
と
し
て
S

の

一：
：；
 

"
>泰
の
値
打
を
表I

73
>
す
る
€

»
も
上
泡
兩
は
決
し
て
»

第
十一

號

九

七

ん
S
す
る
に

*
ぅ
。

第
+'
四

卷

2

五
九
九)

雜
錄
上
海
兩
と
上
海
の
孤
货



第

七

四

银(

'六
〇
〇)

雜

錄
上
海
雨
と
上
海

貨
に
非
ず
丑
乂一

.定
の
重
徵
に
.も
非
ず
即
ち
貨
物
の
市 

價
は
澉
貨
雨
k
て
表
示
せ
ら
る
、
な
ぅ
。」

‘

.
上
海
に
於
て
使
用
ぜ
ら
る
、
重
量
兩
は
.曹
平
兩
に
し 

.て

.五
六
五
i
ハ

九

七

ト

ロ

"
ィ

グ

レ

ー

ン

即

ち

 

一
。：.
一
 

七
八
：
 

五
ト

ロ
ィ
オ
ゾ

ス
に
當
り
金
銀
典
他
の
總
て
の
貨
物
を 

計
量
す
る
に
使
用
せ
ら
る
促
し
鈒
の
棒(

鈒
條)

の
み
は 

廣
®
兩
を
以
て
ft
®
す
。

へ
上
海
に
於
て
廣
«
兩
を
用
ゆ
る
は
鈒
條
の
場
合
に
限 

^':

も
の
•に
し
て
五
七
九
•
八
四
グ
レ
ー
ン
即
ち 

一
®
ニ 

0
八
オ
ン
ス
^
當
る
。 

.

故
^

®
人
は
前
記
上
海
：.に
於
け
るn

一
 
輝
の
兩
R
就
き 

て
其
の
相
互
の
關
#
を
f
e述
す
ベ
し
。

乍
併
、
そ
の
前
に
土
海
に
於
て
銀
が
交
換
の
媒
介
物 

ビ
し
て
使
用
せ
ら
る.A

形
式
^
付
，て
前
單
化
言
及
す
る 

の
要
あ
る
ベ
し
上
海
に
於
て
は
主
と
しV

墨
飯
及
馬
蹄

銀
の
ニ
純
流
通
す.(

附
錄
參
照)

豪

は

鍛

ニ

號

ク

グ

ー 

ン
卵VNO. 

I. 

Clean 

Dollars

を
滎
く
の
外
は
重
量
に

M

M

'

' 

■ 

第十一號九八

依
り
て
通
用
す
る
も
’哚
に
し
て
擧
錐
^
就
て
は
：.周
知

0 

事
實
な
る
が
故
^
粱
說
紅
用
ひ
ず
烬
蹄
饊
は
»
.0)
1
1
0
0
5 

€
呼
ば
る
>
珍
奇
な
る
形
の
銀
塊
妃
し
て(

多
分
其
の 

形
支
那
婦
人
の
靴
k
似
た
る
ょ
り
名
付
け
ら
れ
た
る
も
.

一
の
な
る
べ
し)

各
16
:
1:
-
及
品
位
を
異
に
し
そ
の
而
に
地 

|

方
分
折
所
即
ち
公
估
局
の
證
明
に
係
る
.重
量
及
び
打
步 

f 

.

(

優
差)

を
墨
汁
に
て
標
記
す
§

鈒
は
大
部
分
曹
平
兩 

五
十
兩
乃
至
五
十
六
兩
に
し
て
品
位
は
一
般
に
九
八
〇 

—
乃
至
九
八
六
な
り
°

|

上
海
に
輸
入
せ
ら
る
、
銀
條
は一

般
に
品
位
九
九
八 

I

な
る
が
支
那
人
は
極
め
で
保
守
的
な
る
が
故
に
若
し
同 

|

地
に
輸
入
せ
ら
る
，
鈒
化
し
て
品
位
九
九
八
以
下
な
る 

1
,へ
場
合
に
は
比
較
的
不
利
な
る
割
合
^
て
價
格
を
低
下
せ 

し
む
る
も
反
之
例
令
品
位
九
九
九
な
bv

す
る
も
決
し 

:

て
其
の
偕
格
を
引
上
げ
ざ
る
な
り
品
位
九
九
八
の
餵
條 

'

0
取
均
價
格
はj

〇
0
廣
東
兩
0
.重
耍
に
.'て
一 

一
I
V 

i

五
贩
貨
兩
に
し
て
曹
平
兩
を
以
て
計
®
せ

る
聪
#
飯

に
.換
算
す
る
場
合
ょ
/

ovtP

實
憤
低
廉
な
b
ど
す
。

:鈒
偾
の
獄
出
の
，場
合
^
味

支

那

の|»
質

者

は

次

の

如
 

き
方
法
を
||
]
ふ
即
ち
送
狀
商
に
現
實
に
：記
載
せ
ら
れ
た 

る
ト
ロ
ィ
オ
ン
ス
の
货
避
を
以
て
疋
掘
な
る
も
の
ビ
し
：

1

〇
〇
ト
ロ
ィ
オ
ン
ス
に
#
き
八
ー
ー
。
七

八

廣

來

兩

な

， 

る
嫌
定
率
に
て
換
算
す
故
ばJ

廣
東
雨
を
五
七
九
' 

.八

’ 

五
グ
レ
丨
ン
ビ
■
做

す

！
！
に

じ

y

實
際
の：

換
算
重
鏡
^

る

五

七

九*
A -
四
ク
レ
■丨

：
ン■を
.採
ら
ざ
る
■な
^

CN

此
の
.場
. 

合
に
於
て
購
買
潜
は
前
者
に
依
る
爲
め
換
算
上
玆
に
些
；
 

少
0
:値
鞘
を
生
ず
斯
く
3
て
得
た
レ
廣
東
兩
を
更
に1 

〇
〇
廣
束
兩
’
^
付
き
ー
〇
ニ
0:
四
曹
平
雨
ビ
し
て
#
申 

兩H

換
算
す
、
此
の
際
に
於
け
る
廣
東
：雨
は
五
七
九
<
*;. 

T
l
「

七
グ
レ
i

y
ミ
做
し
實
際
0
五
七
九
“
八
四
グ
レ
1 

ン
ビ
爲
さ
ざ
る
を
以
.：て
»-
質

者

に

(

は

第

ニ

囘

の
#:
®

を 

生
ず
故
^
鈒
條
を
購
入
す
る
時
“
は
廣
東
兩
の
重
量
僧
:'
:
: 

.
a
す
る
も
該
廣
m
雨
を
曹
；平
兩
に
換
算
す
る
k
當
つ
て 

は
却
つ
て
幢
減
を
觅
る
然
れ
r
も
此
の
雨
者
の
僧
減
は

姑

十

四

指(

一
六
〇
一)

.
靴

錄
上
梅
兩
と
上
海
の

銀
購
買
者
の
刹
害
に
大
な
る
影
響
な
き
な
り
o 
.

次
に
右
の
；曹
平
兩
の
錶
條
を
通
貨
雨
の
價
格
に
で
喪 

_

示
す
る
場
合
^
は
九
三
曹
艰
兩
の
踔
蹯
龈
を
一
〇
〇
上
_ 

海
兩
の
價
格
な
り
と
見
銀
絛
^
對
し
て
は
页
に 

一X

の 
I,

打
步
を
附
す
然
る
に
馬
蹄
銀
の
品
位
は
九
八
六
を
超
ゆ 

る
も
の
‘稀
に
し
て
鈒
條
の
品
位
は
九
九
八
な
る
を
以
て 

右
^>
打
步
を
附
し
た
る
の
み
に
：て
は
不
十
分
な
り
。

か
ぐ
の
如
く1

0
0

縐
鰣
a
"
-

i
^
i

噸
喵
渤
=
119

.

.

.

.

.

. 

, 

-

:

S6 ±

#

雔
»

潮
+」

x 

T

E

O

i

T
m

bo
o
?

®

 ̂

a
な
る
^
實
際
k
於
て
は」

〇
o
廣
衆
雨
に
對
し
て「

. 

;
ニ

1

、
1_

课
上
海
通
貨
兩
の
艰
均
價
を
支
挪
ふ
。

'

今
前
記
の
如
き
#
な
&
も
0
ど
し
て
計
算
す
れ
ば
其

;
の
'»
果
は
'

.

.

;

1

減
鰣
a
=
5
7
9
00
4

s

\

l 

Y
&

5
.
2
000
V 
H
M ふ 

 ̂

ベ 

V
.
.
. 

s
o
f
n

 ,
?

斗 

h
^
^

 =

 s
2
.
7
s
1
4
5
6
_

鄉
十1,

號

%
ゑ



館

十

四

猞C
.H

ハ0
5

I

錄

：:'
上
海
兩
ミ
上
湛.
の
通
玟
、

第
十1

號
' 

-
0
.
0

義

S
2
.
7
8
1
4
5
6
X

102.5

1
M
S1

CO
C0

十l
b
1
2
%
n
9
2
,
1
2

 

0

f

e

M

I
 

s
o 

X̂ 

l:k
)0
oo
:
=
l
l
l
;

3
^

i

®

M

(

^
_
1
0
0

，

レ

.で
"マ
〇
〇
廣
東
兩
は
先
,
のI 

一
 

j

.
,
•

「

五
通
貨
. 

兩
と
異
る
を
見
る
べ
し
。

::
.
右
の
計
算
を
了
し
た
る
紙
銀
隹
は
品
澈
九
八
〇
.乃
至 

九
八
六
の
馮
蹄
鈒
^
鑄
造
せ
ら
れ
次
で
公
估
海
に
交
付 

し
て
各
^
蹄
龈
に
曹
平
兩
を
以
て
重
逯
及
び
打
步
を
標
：
 

0

せ
し
む
此
の
公
估
崩
な
る
制
度
は
全
く
支
别
獨
特
の 

も
の
な
り
公
估
局
に
於
て
は
：啦
蹄
鈒
を
秤
量
し
で
例
へ 

•

城
之
れ
：を
芄
四
兩
と
し
®
ち
に
其
の
打
步
を
ニ 

0六
五
. 

领
な
ち
ビ
足
む
、
.
而

，
し

て

思

蹄

銀

Q

览
量
を
斯
く
の
如
. 

く
舒
算
す
る
の
み
な
ら
.中
五
〇
兩
を
超
過
す
^
毎
に
何 

報
に
對
し
て
〇

• c

五
：兩
¥
打
：步
を
附
す
る
.を
以
で
右 

.
の

へ

踢

合

杖

於

て

植

典

0:
追

加

耵

#

极

0

、

ニ

〇

锏

ミ

^

'
此
の
打
步
な
る
も
の
，は
勝
蹄
銀
の
重
量
^
關
係
確
定 

的
亿
附
加
す
る
も
の
に
し
て
步
合
W
M
礎
に
立
ち
て
計 

«
す
る
も
の
^
非
る
.事
を
記
憶
せ
ば
上
述
の
計
算
の
生 

す
る
理
*
»
直
ち
^
释
明
す
べ
き
«
り
。

併
し
說
明
の
便
宜
上

f

に
其
の
打
步
を
：it
• 

S

X
 

w

せ
ん
^
歐
洲
人
は
.通
常
次
の
如
く
計
算
す
べ
し
。

: 

=
5
4
_-f
e
ia

.

v

f,
^
次

:
=
2
.
9
7
«

*&
l
M

然
る
に
支
^
[人

は

次

の

如

き
?-
|

算

法

に

據

る

OT
o
â
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